
凡例

福島市
５月１日号
記載ページ 記事名 特集項目名

2-3 放射線情報
５月２１日号

2-3 放射線情報
６月号

2-3 特集　放射能から子どもたちを守るために
２６の学校などで表土除去を行っています、
一層踏み込んだ対策を国に求めていきます、
福島市の表土除去・処理の方法

７月号

2-3 特集　福島市に「安心」を取り戻せ！
学校　子どもの安全・安心を守る、
地域　各地区で計測体制を大幅に強化、
風評被害　農産物の放射能測定を実施

８月号

2-3 特集　放射能対策　放射能からふるさと「福島」を守れ！

対策１　全市的に放射能を除染、
対策２　子どもの安全・安心の確保、
対策３　「くだもの王国ふくしま」を守る、
その他の放射能対策など

９月号

2-5 特集　挑む　ふるさと福島を元の姿に戻すために

目指すのは“一日も早い市内全域の除染”、
放射能対策アドバイザーを新たに委嘱、
渡利地区　放射能除染事業の結果＇速報版の概要（、
正しく理解　「放射線」を知ろう！
国難を乗り越え、復興へ「福島市復興計画」、
渡利・大波で先行して除染を実施、
「福島市ふるさと除染計画」＇第一次計画（

１０月号

2-4
特集　放射能から市民を守る　進めています　食の安全確
保

学校給食の食材の放射能測定を行います、
市内農産物の放射能測定地を公表しています、
平成２３年産米の放射能調査を行っています

１１月号

2-5 特集　「希望ある復興」を進めます
「希望ある復興」、
復興計画基本方針のあらまし

6-7 概要をお知らせします「福島市ふるさと除染計画」＇第１版（
１２月号

2-3 特集　大波地区・本格除染スタート
大波地区除染計画の流れ、
除染活動の途中経過＇１０月３１日現在（

二本松市
５月号

記載ページ 記事名 特集項目名
2 明日への一歩を踏み出そう

６月号
2 放射線に関する情報

市町村広報誌特集記事に見る東日本大震災
Ｈ23.3.11-Ｈ23.12.31

　本稿は、福島県内の市町村から刊行されている広報誌のうち、平成23年3月11日に発生した「東日本大震災」
に関する特集記事を集録したものである。

・東日本大震災に関する市町村広報誌の特集記事又は特集に準じると採録者が判断した記事を集録している。
・平成23年3月11日から12月31日までに発行された広報誌から集録している。
・記事は巻号順に掲載ページ、記事名、特集項目名を掲載している。
・記事名、特集項目名は記事標題による。
・主に「行政機関による事業のお知らせ」や「行政機関による措置のお知らせ」を取扱う記事は集録していない。
・概ね１ページに満たない特集記事は集録していない。
・紙面上の都合により、特に被害の甚大な相双地域の市町村を除き号外からは集録していない。
・特集記事以外の震災関連記事については後日、福島県立図書館ホームページに掲載する予定である。

県北地域
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７月号
2-3 見えない放射線から子どもたちを守る

１１月号
2-3 二本松市復興ビジョン「二本松市復興計画基本方針」

１２月号
2 二本松市除染計画

伊達市
５月号

記載ページ 記事名 特集項目名

2-15 特集　笑顔を、再び

戦後最悪の自然災害　東日本一帯が震撼、
ＰＡＲＴ．１　笑顔が消えたとき、
ＰＡＲＴ．２　広がる助け合い、
ＰＡＲＴ．３　復興への門出、
ＰＡＲＴ．４　ＶＯＩＣＥ、
ＰＡＲＴ．５　笑顔を取り戻せ

８月号

4-13 特集　農業に投げかけられた波紋

１　影響、
２　苦悩、
３　挑戦、
再生の種をまこう

９月号

3-6 除染プロジェクト
除染の基本的な考え方、
「除染」は、前向きに生きるあかし

１０月号

5
除染プロジェクトｖｏｌ．２　農地の効率的な除染方法　桃畑で
検証実験

１１月号

6-15 特集　本格始動　伊達の第二章

Ｐａｒｔ．１　過去　「伊達の第一章」　まずは土台づくりから、
Ｐａｒｔ．２　現状　「発展の兆し」　一つになりはじめた、
Ｐａｒｔ．３　課題　「交流を深める」　祭りが絆を強くする、
Ｐａｒｔ．４　課題　「強い自治体へ」　広域連携で非常時にも対
応、
首長対談　仁志田昇司＇伊達市長（　×　前田一男＇松前町
長（、
Ｅｐｉｌｏｇｕｅ　未来　「伊達の未来」　ひとつの心でまちづくりを

本宮市
５月号

記載ページ 記事名 特集項目名

2-6 東日本大震災　地震発生から１カ月半余り…市内の様子は

市長メッセージ、
経過記録＇抜粋（、
被害状況、
小中学校等休校状況、
避難状況、
支援物資の状況、
寄付・善意、
ボランティア

６月号

2-5 東京電力福島第一原発　放射能漏れ事故の対応
放射能から子どもを守る　市内の学校などで表土除去を実
施、
「放射線と健康リスクへの対応」講演会を開催、

７月号

2-5
平成２３年度地域懇談会報告　市内１３ヵ所で地域懇談会を
開催

地震災害に関すること、
放射能に関すること、
浪江町応急仮設住宅について

桑折町
５月号

記載ページ 記事名 特集項目名
1 仮設住宅入居　新生活スタート＇写真（

2-5 激震！　マグニチュード９．０　東日本大震災
被害、
支援、
復興

６月号

2-3
がんばっぺ、こおり！　桑折町の観光物産フェア　物産店か
ら復興への第一歩

７月号
2-3 電力不足を乗り切る１５％節電
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８月号

2-11 特集　農業に投げかけられた波紋

１　影響、
２　苦悩、
３　挑戦、
再生の種をまこう

９月号

2-3 安心して暮らせる町を取り戻すために
通学路における放射線低減化モデル事業、
今後の方針、
地域の手で

１０月号

2-5
再生と復興に向けて　桑折町総合計画「復興こおり創造プラ
ン」に関するご意見募集

基本理念、
基本目標、
基本構想、
平成２３年度　計画策定経過と今後の予定

１２月号

2
８月発注の“食品放射能測定器”　ついに納品、測定業務稼
働！

国見町
４月号

記載ページ 記事名 特集項目名
2 「がんばる国見：元気な国見」復興に向けて

3-7 東日本大震災

復興に向けてがんばった私たちの１か月、
震災、原発事故に負けない　国見の人々
放射線のことを知るＱ＆Ａ
国見町の被害状況＇４月２０日現在（

５月号

2-7 特集　復興を支える力

避難者都町の災害対策を支えた炊き出し、
元気づけられた支援　今度は困っている人を助けよう、
中学生の自分たちにできること、
復興を支える力

６月号

2-9 特集　今、「放射能」を考えるとき

第１章　放射能のことを知る、
インタビュー、
第２章　子どもたちの未来のために、
第３章　コシヒカリとくだものの里を支える生産者の想い

７月号
6-7 まちの人に聞きました。　「私の節電対策」
８月号

2-11 特集　農業に投げかけられた波紋

１　影響、
２　苦悩、
３　挑戦、
再生の種をまこう

１１月号

2-6 特集　今、「放射能」を考えるとき　ＰＡＲＴ２
放射性物質による汚染から町民の健康や財産を守る、
放射性物質汚染に対するこれからの取り組み、
低い値の放射線が続くこの地で生活していくために

川俣町
４月号

記載ページ 記事名 特集項目名

2-3 震度６弱の激しい揺れ　６，０８１名の被災者を収容

何気ない午後のひととき、
予測不可能な非常事態、
今こそ力を合わせるとき、
思いやりの心で乗り切る、
避難場所の状況

５月号

2-9
平成２３年３月１１日、午後２時４６分　大地が揺れたあとに
…

混乱の中にある町、
原点回帰、
町民力　絆、
現実…

６月号

2-5 いらっしゃい、川俣町。

町に勇気を与えたいという気持ちから生まれたイベント、
なにはともあれ大入りのイベントに風評被害打破の手ごた
え、
まちに勇気の風が吹いた日

10-11 川俣町山木屋の風土が織りなすここにしかない色
緑色の攻防、
川俣町の苦悩、
笑顔の決意
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７月号

2-5 今、ここから

笠原鋳物の誕生、
田園に新しい風、
工場存続の危機、
最終期限が迫る、
政府の方針が決定、
合言葉は「復興」、
見えない敵との戦い

８月号

2-11 特集　農業に投げかけられた波紋

１　影響、
２　苦悩、
３　挑戦、
再生の種をまこう

９月号

2-3 川俣町復興計画

計画策定の趣旨、
計画の構成と期間、
計画策定の基本、
川俣町復興会議委員

１０月号
2-3 子どもたちの学校生活を守る

１１月号
2-5 子どもたちの学校生活を守る　ｖｏｌ．２

10-11 役場新庁舎建設に向けて新たな一歩
14-15 川俣町のいぶきを感じるイベントが開催された
１２月号

2-7 ３．１１　東日本大震災
計画的避難区域による避難生活、
未曾有の惨事　東日本大震災を振り返る、
自分たちの手で取り戻す。そこにあったものを

大玉村
６月号

記載ページ 記事名 特集項目名

4-5
子どもたちの受ける放射線量を低減するための取り組みに
ついて

１．村内の学校等における表土除去の効果等について、
２．学校等以外の施設について、
３．学校プールの使用等について、
４．放射線量のモニタリングについて、
５．窓の開閉＇換気（による影響とエアコン設置等の暑さ対
策について、
６．活動時間の制限等について、
７．積算放射線量の予測等について、
８．ご家庭や地域における対応のお願い

１０月号

8-9
平成２３年度＇第２回（大玉村小学生広島平和記念式典派
遣事業　報告書紹介＇前編（

１１月号

12-15
平成２３年度＇第２回（大玉村小学生広島平和記念式典派
遣事業　報告書紹介＇後編（

郡山市
５月号

記載ページ 記事名 特集項目名

2-3 国内観測史上最大Ｍ９．０の巨大地震発生
主な被害状況　平成２３年４月１８日現在、
震災後の市の状況

６月号

2-7 特集　放射線を知る。

放射線とは、
表土除去、
広がるブラッシング＇除染（活動、
放射線Ｑ＆Ａ、
将来の郡山へ向けて

７月号

2-7
特集　郡山市震災後こどもの心のケアプロジェクト　子ども
たちに笑顔を

１　子どもたちのサイン　安心感で包んであげる、
２　読み聞かせによる心のケア　本を通して抱きしめる、
３　家庭でできる体のケア　体を動かし心をほぐす、
４　教育・保育の現場から　子どもたちに笑顔を

県中地域
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８月号

2-5 特集　みんなでＣＯＯＬこおりやま大作戦！
涼しく夏を過ごす、
学校での暑さ対策

９月号

2-6 特集　放射線から皆さんを守る。

現在の郡山市の放射線量の状況、
健康管理、
除染活動、
放射線に負けない郡山

１０月号

2-5 特集　放射線対策　安全・安心を取り戻すために

除染、
地域の線量低減化活動を支援します、
通学路の除染活動　子どもたちを守るために、
水の安全安心、
食の安全安心、
原子力災害対策の体制を更に強化します、
皆さんの健康を守ります

１１月号

2-7 食の安全を守る、郡山の農業を守る

郡山の発展を支えてきた農業、
風評被害に苦しむ郡山の農業、
新米が出荷可能に、
できる限り多くの農産物を検査、
現状を知ることが食の安全の第一歩、
郡山産米の放射性物質本調査の結果、
より多くの農産物を何重にもチェック　郡山市独自の検査体
制、
東京で「あさか舞」を販売し続けます、
逢瀬町の「親孝行」は続く

8-9
特集　放射線対策　さらなる安全・安心のために　原子力災
害対策を強化します

原子力災害対策直轄室を設置、
市民の皆さんの健康を守るために、
放射性物質除染マニュアルを策定、
除染作業を進めています、
都市公園・ちびっこ広場の公園除染結果、
除染作業を進めています、
地域の線量低減化活動を支援しています

１２月号

2-3 特集　放射線対策　安全・安心のための取り組み

安全な農産物を皆さんの食卓へ、
学校給食の安全の確保、
市独自の農産物モニタリング、
地域の除染活動を支援

須賀川市
５月号

記載ページ 記事名 特集項目名

2-9
３．１１東日本大震災レポート　私たちの暮らしを襲った未曾
有の激震

本市震災後１か月間の記録、
困難を乗り越え「復興」へ向けて前進を　須賀川市長　橋本
克也、
「東日本大震災」の発生に伴う本市における被災データ　甚
大な被害の状況と温かい善意の数々を紹介します

６月号

2-7
広報座談会　震災後における市内産業振興のあり方　前を
向いたスピード感のある復興を目指して

商工業分野の被害総額は３０億円超、
農作物の風評被害で「作っても売れるのか」の声が、
「追悼」の思いを込めた観光行事の実施を、
風評被害などに対応するには須賀川の産業界全体の連携
が必要、
震災で強まった市民の団結力は今後の飛躍につなげるチャ
ンス、
日本経済の空洞化による地域間の格差を危惧、
新たな農業生産品目を検討、
「期待されるまち」「希望のあるまち」であり続けるために

７月号
2-3 がんばろう！すかがわ　「須賀川市震災復興計画」＇仮称（

を年内に策定１０月号

2-7
特集・晩秋の夜空を焦がす「須賀川の松明あかし」　鎮魂と
復興の願いを炎に託して

東日本大震災の犠牲者への追悼と復興を祈願

１２月号

2-3
須賀川２０１１＇平成２３年（　大災害から復興へ…この１年を
振り返る

平成２３年の主な出来事
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田村市
６月号

記載ページ 記事名 特集項目名
2-3 がんばろう、がんばっぺない。
4-5 環境放射線量測定・飲料水検査結果
７月号
2-3 復興への願い、歌声に乗せて。

13
心をつなぐ、夢をつなぐ。　災害ボランティアにきく。　「一日
も早く、皆さんの笑顔を取り戻したい。」

８月号

13
心をつなぐ、夢をつなぐ。　災害ボランティアその２　「最大の
ボランティは、避難されている皆さんです。」

鏡石町
４月号

記載ページ 記事名 特集項目名

2-6 ３月１１日発生　東北関東大震災被害状況

鏡石町長　遠藤栄作、
東北関東大震災３月１１日当日の記録、
写真で見る復旧の様子、
全世帯で断水　約３週間に渡って水道が断水、
「町内道路の被害状況＇特に被害の大きかった箇所（」　道
路も各地で寸断

５月号
2-3 多くのみなさまからのご支援に心から感謝申し上げます
７月号

2-3 この夏の電力不足　節電・省エネでのりこえましょう
震災で発電所が使えない、
ピーク時の節電が効果的、
我が家の節電対策チェック表

９月号

2-3
災害対策補正＇８月９日臨時議会（予算　総額２７億４，６７９
万円

１０月号
8 子どもたちの将来のために放射線対策

１２月号
4 鏡石町立第一小学校改築に係る提言書

天栄村
５月号

記載ページ 記事名 特集項目名

2-5 復興へ向け一歩一歩

被害世帯へ災害見舞金、
燃料給油券の配布、
善意の声届く、
芳志いただいた方々、
原発による放射能の影響について、
住宅被害調査を実施します、
役場各課よりお知らせ

６月号
2 住宅＇住家（の被害認定調査中です

８月号
2 取り戻そう安心して住める村　放射能対策

石川町
４月号

記載ページ 記事名 特集項目名
3 石川町の水道水への放射能の影響は？？

５月号

2-3 東日本大震災に関するお知らせ

土砂災害に注意して下さい！！、
震度４以上は５回　これまでの石川町の地震発生状況、
３．８マイクロシーベルト／時以上は屋外活動を制限　町内
の小中学校は基準値を大幅に下回っています！！
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玉川村
４月号

記載ページ 記事名 特集項目名

2-3 ３／１１　東北地方太平洋沖地震で未曾有の大災害

マグニチュード９．０の大地震が東北地方太平洋沖で発生
玉川村も甚大な被害、
たまかわ文化体育館も避難所になりました、
放射性物質により農産物が大きな被害に、
東日本大震災ドキュメント

７月号
2 温かい善意をありがとうございます

平田村
４月号

記載ページ 記事名 特集項目名

2-3 東日本大震災　各地で甚大な被害が発生
平田村災害対策本部を設置、
地震・原子力発電所事故で大混乱、
物資の提供、避難所の支援ありがとうございました。

５月号

8-9 東日本大震災関連のお知らせ

放射能による影響、
平田村の環境放射能測定結果　３月２０日から３０日間の推
移、
活発な余震活動続く！、
り災証明について、
白鵬関らが避難者を激励、
二次避難所へ移動

６月号

2
東京ひらた会から平田村災害見舞金　芝桜育成協力金が
贈呈

浅川町
４月号

記載ページ 記事名 特集項目名
2-4 東北地方太平洋沖地震　各地で震災被害が発生
８月号

5 岩手県野田村へ災害復旧支援活動！！

古殿町
４月号

記載ページ 記事名 特集項目名

2
東北地方太平洋沿岸に大きな被害　東北地方太平洋沖地
震・東日本大震災

５月号

2 ４月１１日に震度５．８を記録　いわき石川線崖崩れで通行
止め4-5 東日本大震災　広がる助け合いの輪

６月号
3 東日本大震災の爪痕消えず　いわき石川線の通行止め続く

８月号
2-3 知っておきたい放射線のこと

三春町
６月号

記載ページ 記事名 特集項目名

4-5 環境放射能測定値・仮設住宅のお知らせ

町内の環境放射能測定値、
関係自治体連絡協議会、
原子力損害に関する三春町関係団体連絡会議、
放射能測定地点と仮設住宅位置

９月号
5 「県民健康管理調査」　３月中の行動を思い出すために

小野町
４月号

記載ページ 記事名 特集項目名

2-5 ２０１１．３．１１　東日本大震災

被害状況報告、
学校等の被災状況について、
４月補正予算、
広がる支援の輪
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白河市
４月号

記載ページ 記事名 特集項目名

2-9 ３月１１日午後２時４６分。大きな地震の揺れが襲った。

市長コメント　市民に笑顔がもどるために。、
時間の経過とともに明らかになる甚大な被害。、
家も、道路も、そして大切な命までも。、
市民に笑顔の花を。　善意の気持ち、市民に届け！

５月号

2-9 特集　震災、その後。

私が今、ここを選んだ理由。、
私が今、頑張る理由。、
今、市が行っていること。、
今、白河市の放射線量は。

６月号
2-3 連続掲載　震災、その後。
4-5 特集　まちなかの賑ワーイ、再鼓動。
７月号
2-3 特集　震災、その後。 白河市の放射線量は。
８月号
2-3 特集　震災、その後。 市の放射線対策
９月号
2-3 特集　震災、その後。 放射線と健康を考える。

１０月号

2-5 特集　震災、その後。
市の放射線への対策は・・・、
放射線量の状況は

１１月号
2-3 特集　震災、その後。 放射線を見つめる

１２月号
2-3 特集　震災、その後。 今、気になる７つのこと

西郷村
４月号

記載ページ 記事名 特集項目名
2-3 ゆれる大地　自然の猛威
５月号

2-7 子どもたちの未来にために　安全で安心な村を取り戻そう

被害状況、
震災被害から復旧へ、
原発事故からの避難、
たくさんのご支援ありがとうございます、
自分たちの地域は自分たちで助け合う　災害ボランティア、
地域と住民で一丸となって復興を目指す　平成２３年度第１
回西郷村行政区町会

６月号
2-3 震災なんかに負けないぞ！ 今、気になる７つのこと
７月号
2-3 みんなで取り戻そう！　「うつくしま　ふくしま」
4-5 正しく知ることから始まる　放射線対策
９月号
2-3 子どもたちの未来にために
4 村の農作物を安心して食べるために

１０月号

4-6 つたえたい、自分の「思い」を
「人の役に立ちたい」、
「震災で得た宝物」

7 放射線から身を守るために

泉崎村
７月号

記載ページ 記事名 特集項目名

4-5
東日本大震災＇東京電力福島第一原発事故（における泉崎
村の放射線について

８月号

4
東京電力＇株（福島第一原子力発電所事故の事故収束に向
けた取組及び補償等に関する説明来庁

県南地域

24



９月号

3
東日本大震災復興支援ティーボール交流大会　泉崎第一
スポーツ尐年団　“準優勝”

6
東日本大震災＇東京電力福島第一原発事故（における泉崎
村の放射線について

１０月号

4-5
東日本大震災＇東京電力福島第一原発事故（における泉崎
村の放射線について

中島村
５月号

記載ページ 記事名 特集項目名

2
「東日本大震災」中島村は震度６　村内でも建物・道路等に
大きな被害

4-5
「東日本大震災」義援金・支援物資　温かいご支援、心より
感謝申し上げます

６月号

4-5
小さなお子さんをもつお母さんへ　放射線へのご心配にお
答えします

７月号

2-3
見直してみましょう　電気の使い方　「今日から始めよう、夏
の省エネ」

矢吹町
５月号

記載ページ 記事名 特集項目名
2 「再生へ心ひとつに」
3 町を襲った大地震

１０月号
2 負けないぞ！やぶき　「やぶき復興祭」開催！！

棚倉町
４月号

記載ページ 記事名 特集項目名

2-3 東北地方太平洋沖地震

棚倉町内の地震による主な被害・影響、
当たり前のことが当たり前でなくなる、
地域の安全を守るために、
環境放射能値を測定しています

１２月号
2 放射線量低減化活動支援事業が実施されています！

矢祭町
４月号

記載ページ 記事名 特集項目名

2-7 特集　東北関東大震災　町内にも被害

写真で見る被害状況　震度５強の爪あと、
県内から受け入れを開始　役場に避難者受入対策本部を
設置、
卒業生が避難所を訪問、
避難している優和くんに修了証書　がんばった子どもたちに
皆勤賞

塙町
４月号

記載ページ 記事名 特集項目名

6
マグニチュード９．０の巨大地震発生　塙は震度５弱　平成２
３年東北地方太平洋沖地震

５月号

2-3 大切な命・家族を守るために　地震への備えを点検
まずは耐震診断、
家の中・外の対策を、
避難・非常時の持ち出し
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６月号

2-3 放射線を知る

放射能と放射線の違いは、
放射線の何が怖いのか、
基準値とは健康被害が出る値ではない、
常識的な外部被ばく予防、
将来の影響への過度な心配は不要、
体内に入った放射性物質は必ず外へ出る、
被ばくはうつらない、
万が一、新たな原発事故が発生した場合は注意

９月号

6-7
がんばろう“はなわ”ビジョン　心はひとつ　復興に向けたま
ちづくりを推進

大震災がもたらしたもの、
第五次長期総合計画を進めるために、
４つの基本方針

鮫川村
４月号

記載ページ 記事名 特集項目名

2-3 ３．１１東北地方太平洋沖地震　東北関東大震災発生
東北関東大震災義援金＇敬称略（、
応援メッセージ

会津若松市
４月号

記載ページ 記事名 特集項目名

2-5
東北地方太平洋沖地震が発生　本市を震度５強の地震が
襲いました。

今回の地震で被害に遭われた皆さんへ、
節電・節水・買控え…みんなでできることがある

７月号

2-3 放射線の状況をお知らせします
放射線量＇毎時（は減尐しています、
水も野菜も安全です、
放射線に関するＱ＆Ａ

喜多方市

北塩原村
４月号

記載ページ 記事名 特集項目名

2-3
特集　東北地方太平洋沖地震　住民や団体、行政が一丸と
なって難局に向き合う

生活を守る、
広がるボランティアの輪、
善意の輪

６月号

2-3
今、尐し立ち止まって東日本大震災を見つめ直す　風評被
害の払しょくを目指して…

７月号

2-3 村から元気を発信　広がる交流　そしてつながる絆

稲作体験　交流、
元気の輪プロジェクト　裏磐梯チャリティーフリーマーケット、
台湾ベリーダンス慈善公演、
裏磐梯曽原湖チャリティーバス釣り大会開催

西会津町
４月号

記載ページ 記事名 特集項目名

7 大震災、そして今後

地震発生後の対応、
町内では大きな被害なし、
ＪＲ・磐越道が一時不通に、
生活物資の不足が続いた、
被災地へおにぎりを、
被災者のため避難所を開設、
生活への影響が心配です、
町として全力で対応します

磐梯町
５月号

記載ページ 記事名 特集項目名
2-3 放射線の健康リスクについて　講演会開催

　　　　　震災を主とした特集記事なし

会津地域
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猪苗代町
４月号

記載ページ 記事名 特集項目名

2-11 特集　３・１１　１４：４６

突然本町を襲った震度６弱の脅威、
国内観測史上最大Ｍ＇マグニチュード（９．０
一刻も早い復旧と風評被害の解消を、
避難所生活を乗り越える力、
二次災害から生活を守れ、
起こりうる災害に備えて

５月号

2-5 特集　私たちにできること
一人一人にできること、
町や県にできること、
国や東電にできること

６月号

2-9 特集　「信頼」ということ
見えない脅威、
生活再建、
大災害を乗り越えた過去から学ぶ

７月号

4-11 特集２　つながる糸

継　つぐ、
縁　えん、
結　むすぶ、
絆　きずな

８月号

2-7 特集　子どもたちの３．１１
Ｃｈａｐｔｅｒ１　その時、子どもたちは、
Ｃｈａｐｔｅｒ２　私たちはこう感じた、
Ｃａｐｔｕｒｅ３　彼らとともにつくる未来

９月号

2-7 特集　諦めない強さ
Ｃｈａｐｔｅｒ１　夢に向かって、
Ｃｈａｐｔｅｒ２　諦めないそれが王者のプライド、
Ｃａｐｔｕｒｅ３　道標

１０月号

2-7 特集　福の風
風が吹いた、
風を起こす、
今、その思いを

１１月号

3-7 特集　あなたの声を聞かせてください

観光の先導役は猪苗代と会津地方、
元通りの猪苗代に　それが一番の望み、
悲しみのない猪苗代町にしたい、
猪苗代のスキー文化を守り続けたい、
風評被害も想定外　まさかこれほどとは、
攻めの観光、攻めの行政で、風評被害の払拭を目指す　猪
苗代町　前後公町長

１２月号

3-17 特集　不変の羅針盤

名君　保科正之公の生涯、
正之公に学べ、
考察　保科正之公、
命を守る鍵は「地域の絆」、
復興への鍵も「人との絆」、
福島復興の羅針盤に

会津坂下町
４月号

記載ページ 記事名 特集項目名

2-5
マグニチュード９．０　国内観測史上最大　東北地方太平洋
沖地震

湯川村
５月号

記載ページ 記事名 特集項目名

7
東日本大震災に係る皆様からの絶大なるご支援に厚く御礼
申し上げます！
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柳津町
５月号

記載ページ 記事名 特集項目名

2-4 東日本大震災町への影響　正確な情報で冷静な対応を

これまでの経過、
町での取り組み、
多くの善意が寄せられる、
正しい情報で冷静な対応を、
町内の水道水・野菜は安全、
余震活動が続いています、
最後に

７月号
4 ６月議会において町の風評被害対策予算が決定

１２月号
6-7 町内空間線量測定結果

三島町
４月号

記載ページ 記事名 特集項目名

2-3 東日本大震災　今、私たちにできること
三島町支援の動き、
生活情報、
避難されている方々へ

５月号

2-7
特集　東日本大震災　余震、放射線、風評―　負けない。が
んばろう福島

余震の累積回数、
三島町の放射線量は安全な範囲内です、
海底の岩肌が見えるほど水が引いた　そして、海そのもの
が泥水の壁になって押し寄せてきた、
美しい四倉海岸　砂浜で、たこあげ大会　今年もやろうと話
していた　「四倉には、津波は来ない」と祖父は言っていた
が･･･、
広がった支援の輪２８５人の避難者を受け入れ　「四倉を助
けよう」支援ボランティア延べ１００人、
三島町への避難者＇最大数（、
被災地支援状況

１１月号

2-9 特集　風評に負けない

之まで実施してきた放射線モニタリング検査結果、
intervier 農家の苦しみ、
観光や商業などを襲う風評被害、
出席者から不満相次ぐ　東京電力から損害賠償について説
明、
「たくさんの人に三島を知ってもらいたい」　正しい情報を消
費者へ直接伝える

金山町
５月号

記載ページ 記事名 特集項目名

2-5 放射線を知る

放射線とは、
金山町の放射線測定値、
放射線の身体への影響、
細心の注意を子どもたちに、
安心して農作物をつくる

昭和村
４月号

記載ページ 記事名 特集項目名
1 がんばろう、福島。　がんばろう、日本。 おにぎりに、想いを込めて

会津美里町
５月号

記載ページ 記事名 特集項目名

3-7 特集　東日本大震災　そして･･･
新鶴地域で震度５強を観測、
楢葉町の大半が警戒区域に設定

8-9 助け合い支え合いボランティア

７月号

3-7 公表します　町内の環境放射能の測定結果

５月から町内で測定された環境放射線量に大きな変化はあ
りません、
町内各地点の環境放射線量、
町では、今後も環境放射線量の測定を続けていきます
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８月号

4-7 特集　ボランティアのチカラ

積極的だった町内のボランティア、
現場からのアイディアが役立つ、
災害時のボランティアに情報の一元化は必須、
ＩＮＴＥＲＶＩＥＷ　ボランティアに参加してみて、
気軽にボランティア活動に参加できる環境ができること

９月号

3-7 会津美里町発復興ふくしまＰＲ全国キャラバン

復興ＰＲ全国キャラバンって何をするの？、
会津美里町発復興ＰＲ全国キャラバンの日程、
ＩＮＴＥＲＶＩＥＷ、
復興へ向けて、全国からのメッセージ

下郷町
４月号

記載ページ 記事名 特集項目名

2-7 未曾有の大震災　東北地方太平洋沖地震

安全な生活圏を未来に残す　下郷町長　湯田雄二、
各地で甚大な被害、
町の状況、
原発の影響、
町内の被害状況等、
避難支援対策本部を設置、
緊急時こそ協力　町内の支援等の動き、
生活関連情報、
善意ありがとう、
震災に関する義援金＇個人（、
震災ドキュメント

５月号

2-5 風評被害に負けない

風評被害に関わる観光地対策会議　安全な下郷をアピー
ル、
原発事故に伴う今後の農作業および農産物出荷会議　適
期を逃さない農作業を、
下郷町内の各種調査結果、
酪農再開に向けて、
福島産を守る、
支援は惜しまない、
必ず故郷に帰る、
福島のために働く、
町内の避難者数

６月号
2-5 がんばろうふくしま！　響け元気！ 交流で深まる絆

6-9 町内の環境放射能調査結果

７月号

8-11 特集２　札幌で見せた福島の力。

敢闘賞の栄誉、
百人の大声援、
熱い思いを感じた。、
子どもたちの活躍は福島の希望

８月号

2-7 特集　大震災の記憶

記録を残す使命、
亡き妻を胸に、
大切な地域の絆、
下郷へ恩返し、
前向きに生きる、
備えは重要、
真の復興を、
万一に備えて、
生きる意義

９月号

2-7 下郷から元気発信
復興に向けて心は一つ、
子どもたちの夢が未来を築く

１０月号

2-9
特集　震災後の農業　下郷の米　予備検査では未検出　放
射性物質

まずは一安心、
直売所の状況　販売は回復傾向、
若い農力　未来への挑戦、
観光客の声　応援します福島産

南会津地域
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５月２４日号
記載ページ 記事名 特集項目名

10 東日本大震災
７月１９日号

3
福島の明日が見えない＇大丈夫なのか原発（　議会議長
星哲二

只見町
４月号

記載ページ 記事名 特集項目名

2-3 日本国内観測史上最大級の地震発生　東北関東大震災

震災Information、
只見町における避難者　３月３１日現在、
只見町における支援状況　３月３１日現在、
義援金のご協力を・・・

南会津町
４月号

記載ページ 記事名 特集項目名

2-3 ２０１１．３．１１　午後２時４６分　東日本大震災

戦後最悪の自然災害、
被災者支援のため町民活躍、
多くの善意がよせられた、
当たり前の生活が恵まれていることを実感・・・、
放射能が人体に及ぼす影響について、
ご協力ありがとうございます

５月号

2-5 未曾有の大災害から２か月・・・

深刻化する原発問題、
２０キロ圏内「警戒区域」設定、
会津産の農産物からも放射性物質が検出、
町内の農産物は基準下回る、
安心して暮らせるまち「单会津」、
避難している皆さんからの声、
大宅町長　单相馬市長と会談、
大宅町長　单会津への避難者を激励、
風評被害の払拭と避難者支援に全力で取り組みます

６月号

2-5 復興に向け　一人ひとりができること

さまざまな支援のカタチ、
「微力」かもしれないが「無力」ではない、
震災復興支援事業「がんばっぺ！　福島」開催　２０１１．５、
癒し・元気のコンサート＆講演会開催　单相馬市長と单会
津町二次避難者懇談会も同日開催、
風評被害を吹き飛ばそう！　单会津の安心安全を地域内外
でアピール、
田島地域区長会義援金寄託

７月号

4-5 单会津町　安全宣言

山間の田舎町ですが安心して暮らせる町、
单会津への教育旅行誘致を図るトップセールス、
がんばっぺ单会津　風評被害撲滅イベントキャラバン推進し
ています

相馬市
７月号

記載ページ 記事名 特集項目名

2-9 それぞれの頑張るぞ相馬

自らの悲しみを乗り越え、遺体への対面を手助け、
仮入居者の生活応援、
朝市でハマの活気取り戻す、
思い出よ甦れ　写真洗浄ボランティア、
流された歌碑再建に向け、
被災馬が野馬追で堂々の行進

９月号

2-5 鎮魂と復興への祈り　相馬の夏祭り

市民七夕まつり、
大瓜市、
そうま慰霊花火大会、
盆踊り大会

檜枝岐村（公民館報）

相双・いわき地域
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１０月号

2-9 相馬市復興計画　バージョン１．１
基本理念、
計画の進行管理

１２月号

2-3 復興願い開催　そうま市民まつり

南相馬市

記載ページ 記事名 特集項目名

1 発生から２か月　東日本大震災　地震・津波そして原発事故
これまでの主な経過、
市民の皆さんへ

2-3 冥福を祈り復興を誓う　单相馬市東日本大震災慰霊祭
１２月号

2-5
東日本大震災・原発事故、そして復興へ･･･　平成２３年を振
り返って

平成２３年の主な出来事

広野町

記載ページ 記事名 特集項目名

4 特集！　放射能について正しく理解しよう！

放射性物質＇ほうしゃせいぶっしつ（とは？、
放射能＇ほうしゃのう（とは？、
“自然放射線”、
放射線、放射能は感染しません

楢葉町

記載ページ 記事名 特集項目名

3-4 楢葉町への帰町　そして復興に向けた今後の取り組み
１．避難解除・帰町に向けた基本方針、
２．避難解除・帰町に向けたプログラム、
３．復興ビジョン及び復興計画の策定

2
ならは復興だより　復興ビジョン・計画を策定中　楢葉町の
復興を目指して

富岡町

記載ページ 記事名 特集項目名

1
町民のみなさまへ　天皇陛下から励ましのお言葉をいただ
きました

2-5
富岡町災害復興ビジョン＇案（について町民の皆さまのご意
向及びご意見をお伺いします

１．富岡町災害復興ビジョンとは、
２．富岡町災害復興ビジョン策定委員会の基本姿勢、
３．基本理念、
４．町民の生活再建及び帰町までの取組方針、
５．帰町後の町の復興に向けた取組方針、
６．当面の重点プロジェクト、
７．復興ビジョンの早期実現に向けて

川内村

記載ページ 記事名 特集項目名

2-3 ３月１１日　東日本大震災 村長からのメッセージ

大熊町

記載ページ 記事名 特集項目名
2 町民の皆様へ　大熊町長　渡辺利綱

1 町民の皆様へ　大熊町長　渡辺利綱

７月１日号（号外）

８月１日号（号外）

１０月１日号（号外）

６月１０日号（号外）

１１月１日号（号外）

１２月９日号（号外）

１１月２９日号（号外）

９月２９日号（号外）

５月１３日号（号外）

５月１１日号（号外）
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1 町民の皆様へ　大熊町教育長　武内敏英

5-7 町政懇談会を開催しました

除染、
賠償、
責任問題、
一時帰宅、
情報発信、
復興・帰宅計画、
避難生活、
東電の工程表、
役場、
中間貯蔵施設、
議会

1 町民の皆様へ　大熊町長　渡辺利綱

5-7 町政懇談会を開催しました

復興、
議会・財政、
賠償、
除染・検査

双葉町

浪江町
７月号

記載ページ 記事名 特集項目名
3 復興に向けて　「暗中模索」

4-17 浪江のこころ通信　第１号

［元カラオケ店勤務男性へのインタビュー］、
［飲食店経営男性へのインタビュー］、
［理容店経営男性へのインタビュー］、
［元町臨時職員女性へのインタビュー］、
また合う日を楽しみに、それぞれの場所で前に進んでいくし
かない、
［ヤングプラザスポーツ尐年団団長へのインタビュー］、
浪江小の校歌を忘れたくない、
「浪江のこころ通信」で故郷へのこだわりを育みたい、
避難先の地域の皆さんとの交流から元気をいただいていま
す、
［柏崎市に避難した男性へのインタビュー］、
［上越市に避難した女性へのインタビュー］、
［柏崎市に避難した女性へのインタビュー］、
吾唯足知＇われただたるをしる（、
「安波祭」「出初式」　請戸の伝統行事を是非守りましょ
う！、
前に進む決心

８月号

9-19 浪江のこころ通信　第２号

地域のつながりが取り戻せる日が来ることを願う、
地域産業の再興による雇用創出こそが必要　町の復興の
役に立ちたい、
海の見える請戸に必ず戻りたい、
浪江町の皆さんとの心の絆を支えに、
今できることをちょっとずつ、
地域の皆さんが集まる場、交流の場が取り戻せたらいい、
いまも震災は続いています、
請戸の海の朝日が見たい、
生まれ育った「ふるさと」へ、
また浪江で皆さんとお会いしたい、
今は何も考えられません、
友だちに会いたい、
おもいっきりサッカーがしたい、
先の見通しが立たない現実にも、慌てないでと心がける

　　　　　特集に当たる記事なし

１１月１日号（号外）

１２月１日号（号外）
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９月号

10-19 浪江のこころ通信　第３号

地に足つけて、心をひとつに前へ進みましょう、
戻る日まで前を向いて、
また、みんなで遊びたい、
一番遠くの避難先から今、福島市に。　ようやくふるさとへ
“半分の距離”、
一番の財産はボランティア活動で築いた絆。だから今の私
がある。、
お互いに苦しい不安な状況を乗り越えましょう　また浪江町
で会いたいです、
自分たちの酒づくりを存分にやっていきたい、
生きていたら、きっといいことある！、
復興したら笑って酒が飲みたい、
浪江の文化活動の再開を祈って、
いつかまた、家族みんなで一緒に暮らしたい、
今いる場所は違うけど、浪江のことを忘れず生活したい、
いつかゆっくりと浪江町や実家のあった請戸を娘と歩きたい

１０月号

9-19 浪江のこころ通信　第４号

孫の成長に、生きがいと希望を託して、
浪江・沢上の花火を見たい　なみえ焼そばが食べたい、
浪江の人・海・山・川を想って･･･、
子どもたちの育ちを大事にしたい、
また浪江で生活を、
原発はばく発したけど、ぼくのこころはばく発しないぞ！、
絆を大切に、
いつか浪江に帰る日まで、
前向きに笑顔を絶やさずに、今できることを、
走り続けたい、
生きがいになるものがほしい、
借上住宅にも情報が欲しい、
３月１０日に戻って、いろんなものを見てみたい、
「みかん」で福島と愛媛をつなぎたい、
町中のみんなが「お知り合い」

１１月号

12-21 浪江のこころ通信　第５号

いつか家族がそろう日を目指して、
今一番の楽しみは、浪江の知人・友人と話をすること、
これからもふるさとを思いながら、暮らしていきたい、
人情豊かで、歴史深い浪江町に帰りたい、
いつも「浪江のこころ通信」を楽しみにしています、
震災が招いた現実を受け止めて、前向きに生きていく、
つながりを取り戻して、浪江に帰ることのできる見通しが持
ちたい、
郡山市熱海から皆さんへ、
「そろそろ、『こうだったら』という思いを、言葉にしてもいいか
な？」と思っています、
いちょうの木がまた見たい

１２月号
3-5 浪江町復興ビジョン 復興町民懇談会

13-23 浪江のこころ通信　第６号

「あの時＇３月１１日（を想う！！　笑顔と希望を忘れずに」
帰りたくても、帰れない、
あの日　あの時　そして今、
浪江町のコミュニティを仙台で、
遠くにいても浪江の復興を心から支えていきたい、
もう一度みんなで集まってバレーでもやりたい、
今、一番の思いは「浪江に帰りたい。必ず浪江に帰る。」
出口はまだ見えないが、助け合ってやっていく以外、方法は
ない、
「おうちでのんびりしたいなぁ」、
津波で亡くなった祖父、友人の思いを胸に頑張っていきた
い、
再び会える日を心待ちにして

葛尾村

記載ページ 記事名 特集項目名
1 葛尾村長　松本允秀

1 仮設住宅でのくらしがはじまりました＇写真（

７月１日号（号外）

７月１５日号（号外）
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新地町
７月号

記載ページ 記事名 特集項目名

1-17 復興への道を歩みだす　Road to the Future

岐路に立ち復興へ歩みだす＇写真（、
史上最大規模の津波、
浸水面積約９ｋｍ＾２、
震災から１００日の記録、
１，５００人以上が避難所で生活、
仮設住宅へ、
懸命の捜索活動、
新地町のために、
全国からの支援、
一歩ずつ前へ　笑顔を取り戻す＇写真（、
新地町長　加藤憲郎

８月号

1，3-13 ３月１１日の記憶　未来へ語り継ぐ

ｓｔｏｒｙ０　語り継ぐこと、
ｓｔｏｒｙ１　三陸での経験と家族、
ｓｔｏｒｙ２　教会での一晩、
ｓｔｏｒｙ３　黒い渦と白い壁、
ｓｔｏｒｙ４　誕生、
ｓｔｏｒｙ５　震災をきっかけに

９月号

1-7 こころひとつに　この町を支える“思い”

守りたい地域の絆と伝統＇写真（、
地域の絆を再確認　福田夏祭り２０１１、
生まれ育った新地町のために　なんだかんだ言ったってや
るしかねぇべ祭

１０月号

1-5 未来を紡ぐ希望の糸
絆　ＫＩＺＵＮＡ　あの日から　半年、
結束　ＫＥＳＳＯＫＵ

１１月号

2-7 やっぱり新地がいいね　自然輝き　笑顔あふれる町　再建
震災による　家屋の被害は５９８世帯、
復興まちづくり懇談会　震災の教訓をまちづくりに、
第２回地区別復興懇談会　住宅と地域の再建を話し合い

飯舘村

いわき市
６月号

記載ページ 記事名 特集項目名

2-7 東日本大震災関連情報

東日本大震災発生　そのとき、いわきは･･･
広がる支援の輪　温かいご支援をいただきありがとうござい
ます、
平成２３年度予算　災害対応にかかる予算を専決処分、
窓口をアリオス別館へ移転、
防災行政無線屋外拡声子局の機能停止について、
被災された皆さんへの支援制度など

７月号

2-7 東日本大震災関連情報

いわき市長が内閣総理大臣と関係大臣へ緊急要望、
“いわきの再生と復興に向けて”、
市議会５月臨時会を開催、
被災された方に対する問い合わせ窓口一覧、
公共施設などの再開状況＇６月２０日現在（、
放射線について

８月号

2-7 東日本大震災関連情報

市議会６月定例会を開催、
「心より感謝申し上げます。」　全国の多くの皆さんから温か
いご支援をいただいております、
公共施設などの再開状況＇７月２０日現在（、
市内における応急仮設住宅の建設状況など＇７月２０日現
在（

９月号

2-6 東日本大震災関連情報

放射線対策関連議案などを可決　市議会７月臨時会を開
催、
市長と双葉郡８町村長が意見交換を実施、
東日本大震災にかかる相談窓口の開設状況、
公共施設などの再開状況＇８月２２日現在（

　　　　　特集に当たる記事なし
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１０月号

2-7 東日本大震災関連情報

誰もが安心して暮らせる「いわき」を目指して　市内放射線
量低減のための取り組み、
市議会９月定例会を開催、
公共施設などの再開状況＇９月２１日現在（

１１月号

2-7 東日本大震災関連情報

「いわき市　復興ビジョン」を策定　日本の復興を「いわき」か
ら、
原子力損害賠償に関する窓口、
公共施設などの再開に向けた取り組み＇１０月２０日現在（

１２月号
2-3 進めています「放射線対策」

<地域資料チーム：二瓶優>
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